
　
「
敦
煌
文
献
と
は
何
か
」、
本
書
は
そ
の
問
い

に
答
え
る
べ
く
ま
と
め
ら
れ
た
研
究
書
で
あ
る
。

　

著
者
の
栄
新
江
氏
は
北
京
大
学
・
中
国
古
代

史
研
究
中
心
・
教
授
と
し
て
、
ま
た
敦
煌
吐
魯

番
文
献
研
究
、
東
西
交
渉
史
、
北
朝
隋
唐
史
に

関
す
る
著
作
や
編
纂
物
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い

る
。
本
書
紹
介
の
前
に
と
り
あ
え
ず
敦
煌
文
献

に
つ
い
て
説
明
を
し
て
お
こ
う
。

　

一
九
〇
〇
年
、
敦
煌
莫
高
窟
第
十
六
窟
の
甬

道
の
北
壁
か
ら
数
万
点
の
写
本
等
が
お
さ
め
ら

れ
た
小
部
屋
が
偶
然
発
見
さ
れ
た
。
写
経
が
多

か
っ
た
た
め
、
後
に
小
部
屋
は
第
十
七
窟
「
蔵

経
洞
」
と
よ
ば
れ
る
。
ま
た
、
発
見
さ
れ
た
資

料
の
多
く
は
北
朝
か
ら
北
宋
の
初
め
頃
（
四
三

七
～
一
〇
〇
〇
頃
）
の
も
の
で
、
漢
語
の
み
な

ら
ず
チ
ベ
ッ
ト
語
や
コ
ー
タ
ン
語
、
ソ
グ
ド
語

等
の
写
本
が
含
ま
れ
て
お
り
、
蔵
経
洞
は
ユ
ー

ラ
シ
ア
史
的
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。

　

た
だ
当
初
、
そ
の
価
値
は
ほ
と
ん
ど
気
づ
か

れ
て
お
ら
ず
、
蔵
経
洞
発
見
か
ら
数
年
後
に
英

仏
の
調
査
隊
が
資
料
の
一
部
を
得
て
、
国
外
に

持
ち
出
し
た
。
そ
の
お
り
獲
得
品
の
一
部
が
北

京
で
披
露
さ
れ
、
清
朝
政
府
は
よ
う
や
く
、
敦

煌
残
存
の
写
本
等
を
北
京
に
運
ぶ
処
置
を
と
っ

た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
間
、
す
で
に
か
な
り
の
資

料
が
蔵
経
洞
か
ら
持
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
諸
外

国
の
調
査
隊
や
収
集
家
ら
の
手
に
渡
り
、
国
内

外
に
流
出
し
た
。
そ
の
主
に
蔵
経
洞
に
収
蔵
さ

れ
て
い
た
文
献
を
敦
煌
文
献
と
呼
び
、
そ
の
主

要
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

中
国
、
ロ
シ
ア
、
日
本
に
存
在
す
る
。

　

簡
単
に
説
明
す
れ
ば
以
上
の
と
お
り
だ
が
、

実
は
蔵
経
洞
に
大
量
の
写
本
類
が
眠
っ
て
い
た

理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
井
上
靖
の
名
著
『
敦

煌
』
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
い
る
で
あ
ろ
う

が
、
今
や
有
力
と
は
い
え
な
く
な
っ
た
一
説
が

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　

本
書
の
巻
頭
論
文
は
蔵
経
洞
は
い
つ
頃
封
閉

さ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
こ
に
大
量
の
写
本
類
が

お
さ
め
ら
れ
て
い
た
の
は
な
ぜ
か
を
探
求
し
た

も
の
で
、
各
論
で
あ
る
他
の
収
録
論
文
の
結
節

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

著
者
の
敦
煌
文
献
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究

書
に
『
帰
義
軍
史
研
究

―
唐
宋
時
代
敦
煌
歴

史
考
索
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
九
六
年
）、『
鳴

沙
集
』（
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
九
九
年
）、『
敦

煌
学
新
論
』（
甘
粛
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

が
あ
る
。『
帰
義
軍
史
研
究
』
は
敦
煌
を
統
治

し
た
帰
義
軍
節
度
使
の
動
向
と
敦
煌
文
献
の
関

係
を
編
年
整
理
に
よ
っ
て
う
か
び
あ
が
ら
せ
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
の
二
点
は
敦
煌
文

  『東方』361号（2011年 3月）　　22

敦
煌
文
献
と
は
何
か

岩
本 

篤
志

栄
新
江
著

辨
偽
与
存
真
―
敦
煌
学
論
集

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
一
〇
年
［
七
、
二
〇
三
円
］
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附
録
：
李
木
斎
氏
鑑
蔵
敦
煌
写
本
目
録

追
尋
最
後
的
宝
蔵

―
李
盛
鐸
旧
蔵
敦
煌
文

献
調
査
記
＊

Ⅲ
敦
煌
写
本
辨
偽
示
例

―
以
法
成
講
《
瑜
伽

　

師
地
論
》
学
生
筆
記
為
中
心
＊

有
関
敦
博
本
禅
籍
的
几
个
問
題

敦
煌
本
禅
宗
灯
史
残
巻
拾
遺

有
関
敦
煌
本
《
歴
代
法
宝
記
》
的
新
資
料

―
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
“
略
出
本
”
校
録
＊

俄
蔵
《
景
徳
伝
灯
録
》
非
敦
煌
写
本
辨

《
俄
蔵
敦
煌
文
献
》
中
的
黒
水
城
文
献
＊

Ⅳ
一
九
世
紀
末
二
〇
世
紀
初
俄
国
考
察
隊
与
中

　

国
新
疆
官
府
＊

狩
野
直
喜
与
王
国
維

―
早
期
敦
煌
学
史
上

的
一
段
佳
話
＊

驚
沙
撼
大
漠

―
向
達
的
敦
煌
考
察
及
其
学

献
に
関
す
る
論
考
を
集
め
た
論
文
集
で
あ
る
。

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
『
辨
偽
与
存
真
』
は
そ
の

第
一
論
文
集『
鳴
沙
集
』の
増
補
版
に
あ
た
る
。

　

本
書
の
構
成
は
論
文
（
一
四
編
）、
回
顧
と
展

望
（
六
編
）、
書
評
（
一
七
編
）、
そ
の
他
（
五
編
）

と
な
っ
て
お
り
、『
鳴
沙
集
』
に
加
え
て
一
一

篇
が
増
補
さ
れ
、
最
新
の
研
究
動
向
を
反
映
し

た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
を
概
観
し

た
い
。
な
お
、
論
文
表
題
は
排
列
順
の
ま
ま
、

便
宜
的
に
四
分
割
し
た
（
Ⅰ
～
Ⅳ
）。
ま
た
『
鳴

沙
集
』に
無
い
増
補
論
文
に“
＊
”を
く
わ
え
た
。

Ⅰ
敦
煌
蔵
経
洞
的
性
質
及
其
封
閉
原
因

Ⅱ
所
謂
李
氏
旧
蔵
敦
煌
景
教
文
献
二
種
辨
偽

李
盛
鐸
蔵
敦
煌
写
巻
的
真
与
偽

術
意
義
＊

関
于
北
大
所
蔵
常
書
鴻
致
胡
適
的
一
封
信
＊

Ⅰ
「
敦
煌
蔵
経
洞
的
性
質
及
其
封
閉
原
因
」

　

巻
頭
論
文
で
は
蔵
経
洞
と
は
何
か
が
論
じ
ら

れ
る
。
封
閉
が
解
か
れ
る
前
の
詳
細
は
不
明
だ

が
、
わ
ず
か
な
記
録
と
封
閉
後
の
蔵
経
洞
の
状

態
、
搬
出
さ
れ
た
敦
煌
文
献
等
の
資
料
が
手
が

か
り
と
な
る
。
敦
煌
文
献
に
は
敦
煌
の
複
数
の

寺
院
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
文
献
や
寺
院
に
関

す
る
文
書
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
多
数
見
い
だ
せ

る
の
で
、
そ
れ
が
敦
煌
の
寺
院
の
動
向
と
無
関

係
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
敦
煌
文
献
に
見
ら
れ

る
紀
年
な
ど
か
ら
蔵
経
洞
の
封
閉
時
期
が
十
一

世
紀
前
半
で
あ
ろ
う
こ
と
は
早
く
か
ら
指
摘
さ

れ
て
き
た
。

中国研究所 
会員制度のご案内 
当研究所は、中国およびアジ

ア諸国との友好を願う立場から、

現代中国の政治、経済、社会、

文化、歴史を科学的に研究する

民間研究機関として、1946年1
月に創設されました。以来今日

にいたるまで、出版物の編集発

行、図書館の運営を活動の柱と

して、歴史を重ねてきました。 
中国研究者および広く中国に

関心のある方々の参加と交流を

目的とした個人向けの研究会員

制度を設けております。是非この

機会にご入会ください。 
60 年以上の歴史を有する研

究所として、会員の皆様により充

実したサービスを提供できるよう

努力してまいります。 
なお、2010 年 12 月 1 日付

で、「社団法人」から「一般社団

法人」へと移行しました。名称は

変更いたしますが、事業内容等

に変更はありません。今後ともよ

ろしくお願い申し上げます。 
〔研究会員〕 
会費：9,600円（1年間） 
学生会員：5,000円（1年間） 
〔会員特典〕 
・当研究所発行の学術月刊誌

『中国研究月報』の無料配布 
・当研究所主催の公開講座等

の参加料割引 
詳細はお問い合わせください。 
================= 

一 般  

社団法人 中国研究所 
〒112－0012 
東京都文京区大塚6-22-18 
TEL：03-3947-8029 
FAX：03-3947-8039 
e-mail:c-chuken@tcn-catv.ne.jp 
URL:http://wwwsoc.nii.ac.jp/ica/ 



　

で
は
寺
院
は
何
ら
か
の
災
難
を
避
け
る
た
め

蔵
書
類
を
隠
し
た
の
か
（
避
難
説
）、
ま
た
は

不
要
の
経
典
類
を
お
さ
め
る
故
経
所
に
蔵
書
や

故
紙
を
廃
棄
し
た
の
か
（
廃
棄
説
）、
理
由
の

推
定
に
よ
っ
て
封
閉
時
期
も
異
な
る
こ
と
に
な

る
。

　

著
者
は
従
来
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
資

料
を
あ
げ
て
自
説
を
展
開
す
る
。
ま
ず
、
経
典

数
点
を
包
む
経
帙
が
多
数
存
在
し
、
唐
代
の
経

典
目
録
に
も
と
づ
い
た
整
理
記
号
を
記
し
た
経

帙
が
存
在
す
る
ほ
か
、
汚
損
の
な
い
完
全
な
写

本
や
什
宝
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
封
閉
が
解
か
れ
た
時
点
で
は
一
定
の
目
録

学
的
体
系
を
も
っ
て
典
籍
が
「
保
管
」
さ
れ
て

い
た
と
考
え
、「
避
難
説
」
を
と
る
。
ま
た
敦

煌
文
献
に
み
ら
れ
る
書
込
か
ら
敦
煌
の
三
界
寺

と
経
典
補
修
を
行
う
僧
侶
の
活
動
を
見
出
し
、

蔵
経
洞
内
の
資
料
群
の
形
成
は
そ
れ
ら
活
動
と

関
わ
り
を
持
つ
と
論
じ
る
。

　

ま
た
、
封
閉
時
期
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
ペ

リ
オ
は
西
夏
が
敦
煌
に
侵
攻
し
た
一
〇
三
五
年

と
考
え
た
が
、
そ
の
後
、
西
夏
期
以
降
の
「
敦

煌
文
献
」
の
存
在
を
指
摘
す
る
も
の
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
著
者
は
「
非
敦
煌
文
献
」
を
注

意
深
く
取
り
去
り
、
敦
煌
文
献
の
う
ち
書
写
年

代
が
最
新
か
つ
明
確
な
の
は
一
〇
〇
二
年
の
も

の
で
あ
り
、
西
夏
侵
攻
の
か
な
り
前
に
蔵
経
洞

が
封
閉
さ
れ
た
と
推
論
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
現
在
も
廃
棄
説
に
関
わ
る
論
考

を
発
表
し
て
い
る
研
究
者
に
帰
義
軍
期
の
研
究

で
知
ら
れ
た
土
肥
義
和
が
お
り
、
吐
蕃
支
配
期

の
敦
煌
仏
教
の
研
究
で
知
ら
れ
た
上
山
大
峻
も

廃
棄
説
を
主
張
し
て
お
り
、
日
本
で
は
廃
棄
説

が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
が
注
目
さ
れ

る
所
以
で
あ
る
。

Ⅱ
「
李
盛
鐸
蔵
敦
煌
写
巻
的
真
与
偽
」
他
二
篇

　

清
朝
政
府
が
敦
煌
残
存
の
写
本
を
北
京
に
運

ば
せ
た
際
、
指
揮
を
と
っ
た
の
が
李
盛
鐸
で
あ

る
。
官
僚
で
蔵
書
家
で
も
あ
っ
た
李
盛
鐸
は
そ

こ
か
ら
優
品
を
選
び
私
蔵
し
た
と
さ
れ
、
収
集

品
を
し
ば
ら
く
内
外
の
学
者
の
閲
覧
に
供
し
て

い
た
が
、一
九
三
〇
年
代
に
海
外
に
売
却
し
た
。

た
だ
有
名
な
文
化
財
に
は
贋
造
品
が
う
み
だ
さ

れ
や
す
い
。
著
名
な
敦
煌
学
者
、
藤
枝
晃
は
李

盛
鐸
旧
蔵
敦
煌
文
献
と
称
す
る
も
の
に
そ
の
類

が
含
ま
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

三
篇
は
こ
の
李
氏
旧
蔵
文
献
を
め
ぐ
る
論
考
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で
あ
る
。
た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど
の
李
氏
旧
蔵
文

献
の
収
蔵
先
は
長
年
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
羽
田

亨
ら
の
論
著
に
附
さ
れ
た
数
点
の
写
真
が
知
ら

れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
著
者
は
そ
れ
ら

古
写
真
と
北
京
大
学
所
蔵
の
李
氏
鑑
蔵
敦
煌
写

本
目
録
等
を
も
ち
い
、
そ
の
史
料
的
価
値
に

迫
っ
て
い
る
。
ま
た
、著
者
は
日
本
滞
在
時
に
、

京
都
大
学
の
羽
田
記
念
館
（
現
：
ユ
ー
ラ
シ
ア
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
所
蔵
の
羽
田
亨
旧
蔵
写
真

帖
に
李
氏
旧
蔵
文
献
の
写
真
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
、『
海
外
敦
煌
吐
魯
番
文
献
知

見
録
』（
江
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
）
で
紹

介
し
、
そ
の
後
に
池
田
温
、
落
合
俊
典
ら
が
展

開
し
た
古
写
真
に
依
拠
し
た
研
究
の
き
っ
か
け

を
作
っ
た
。「
追
尋
最
後
的
宝
蔵
」
は
そ
の
成

果
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
追
尋
」原
載
論
文
発
表
の
一
年
半
後
、

李
氏
旧
蔵
文
献
を
と
り
ま
く
環
境
は
一
変
し

た
。
二
〇
〇
九
年
春
、
羽
田
と
交
流
が
あ
っ
た

五
代
武
田
長
兵
衛
ゆ
か
り
の
武
田
科
学
振
興
財

団
・
杏
雨
書
屋
は
七
六
〇
点
ほ
ど
の
未
精
査
の

西
域
出
土
文
献
を
収
録
し
た
『
敦
煌
秘
笈
・
目

録
冊
』
を
刊
行
、
現
在
、
影
片
冊
が
陸
続
と
刊

行
中
で
あ
る
。
李
盛
鐸
が
海
外
に
売
却
し
た
と
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い
う
収
集
品
が
こ
の
敦
煌
秘
笈
の
冒
頭
四
三
二

点
に
あ
た
る
こ
と
は
、
本
書
の
「
真
与
偽
」
論

文
に
よ
っ
て
傍
証
可
能
で
あ
り
、
な
か
で
も
著

者
が
扱
っ
た
景
教
文
献
に
つ
い
て
は
近
年
公
表

さ
れ
た
洛
陽
の
経
幢
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
敦
煌
秘
笈
に
つ
い
て
は
評
者
の

小
文
「
杏
雨
書
屋
蔵
﹁
敦
煌
秘
笈
﹂
概
観
」（『
西

北
出
土
文
献
研
究
』
第
八
号
）で
紹
介
し
て
い
る
。

Ⅲ
「
敦
煌
写
本
辨
偽
示
例
」
他
五
篇

　

敦
煌
文
献
は
早
く
に
中
国
外
に
流
出
し
、
そ

の
名
を
知
ら
れ
た
た
め
、
数
多
く
の
贋
造
品
が

生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
で
は
真
贋
を

ど
の
よ
う
に
判
別
し
、
そ
の
特
徴
や
書
写
年
代

を
ど
の
よ
う
に
み
き
わ
め
る
の
か
。
こ
の
六
篇

は
個
々
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
は
い
る
が
、
い
ず

れ
も
そ
う
し
た
視
点
か
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

う
ち
三
篇
の
論
文
の
関
心
は
禅
宗
文
献
に
あ

る
。
と
く
に
北
宗
禅
に
つ
い
て
は
敦
煌
文
献
の

研
究
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
わ
か
っ
た
こ
と
が
多

い
。
著
者
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ

ま
で
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
敦
煌
禅
宗
文
献
を

俎
上
に
あ
げ
、
そ
の
性
格
を
浮
き
彫
り
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
過
程
で
資
料
の
特
徴
と
上

述
の
三
界
寺
の
経
典
補
修
と
の
関
係
に
言
及
す

る
。

　

題
名
に
「
俄
蔵
」
を
含
む
二
篇
で
は
、
ロ
シ

ア
蔵
「
敦
煌
文
献
」
に
別
時
代
、
別
地
域
の
古

文
献
、
古
文
書
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
と
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
弁
別
す
る
か
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

Ⅳ
「
一
九
世
紀
末
二
〇
世
紀
初
俄
国
考
察
隊
与

中
国
新
疆
官
府
」
他
三
篇

　

敦
煌
文
献
は
発
見
か
ら
す
で
に
一
世
紀
が
す

ぎ
、
ま
た
世
界
各
国
に
分
蔵
さ
れ
た
状
態
に
あ

る
。
ゆ
え
に
二
〇
世
紀
に
お
け
る
学
術
史
や
国

際
関
係
と
も
無
縁
で
は
な
い
。
四
篇
の
論
文
で

は
「
敦
煌
学
学
術
史
」
の
観
点
か
ら
二
〇
世
紀

の
各
国
の
調
査
や
そ
の
学
術
交
流
史
の
一
部
を

あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

以
上
、
限
ら
れ
た
字
数
の
中
で
評
者
な
り
に

概
観
し
て
み
た
。
こ
の
ほ
か
収
録
さ
れ
る
「
回

顧
と
展
望
」「
書
評
」「
其
他
」
は
敦
煌
学
研
究

史
と
し
て
、
文
献
ガ
イ
ド
と
し
て
も
有
用
で
あ

る
。
ま
た
、
巻
末
の
二
〇
〇
九
年
九
月
ま
で
に

発
表
さ
れ
た
著
者
の
論
文
目
録
は
北
朝
隋
唐
期

の
事
物
や
事
象
に
関
わ
る
研
究
者
す
べ
て
に
有

用
で
あ
ろ
う
。

　

敦
煌
文
献
の
研
究
が
は
じ
ま
っ
て
一
〇
〇
年

が
す
ぎ
た
。
し
か
し
、
著
者
が
と
り
あ
げ
た
ロ

シ
ア
蔵
敦
煌
文
献
や
李
盛
鐸
旧
蔵
文
献
の
例
に

み
る
よ
う
に
、
そ
の
全
貌
が
見
渡
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
つ
い
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
著
者

が
書
評
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
実
は
敦
煌
文

献
は
ま
だ
ま
だ
謎
だ
ら
け
の
資
料
群
な
の
で
あ

る
。　
　
　
　
（
い
わ
も
と
・
あ
つ
し　

新
潟
大
学
）
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俗
書
の
啓
蒙
力

▼
3
月
12
日
㈯
10
時
30
分
～
16
時
▼
学
術
総
合

セ
ン
タ
ー
一
橋
記
念
講
堂
（
千
代
田
区
一
ツ
橋

2-

1-

2
）【
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
】
書
儀

―
中

世
の
文
章
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
永
田
知
之
）
／
善
書

―
華
僑
・
華
人
の
人
生
訓
（
山
崎
岳
）
ほ
か

▼
参
加
定
員
五
〇
〇
名
（
申
込
順
）
▼
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、「
漢
籍
セ
ミ
ナ
ー
申
込
み
」
と
明
記

し
、
氏
名
・
所
属
・
連
絡
先
等
を
ご
記
入
の
上
、
下

記
宛
先
へ
は
が
き（E-m

ail

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）に
て
。
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